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研究の概要 
社会的共通資本の理論的，学説的，制度的，歴史的，文化的側面について 
総合的な研究を行う． 

研 究 分 野：経済学 経済理論 
科研費の分科・細目：271 人文・社会系（1）経済体制 計画と市場 
キ ー ワ ー ド：社会的共通資本，持続的経済発展，教育，医療，金融，地球温暖化 

１．研究開始当初の背景 
 
自然環境，社会的インフラストラクチャー， 
そして教育，医療，金融，都市，農村， 
文化資本などの制度資本からなる社会的 
共通資本に関する経済学的特質を分析する 
ための理論的枠組みの構築が重要な課題で 
あった． 
 
２．研究の目的 
 
社会的共通資本の主要な構成要素について， 
技術的，経済的，社会的，文化的特質を 
浮き彫りにするような理論モデルを構築し， 
その制度的，政策的含意を明らかにする． 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 
○研究代表者の司会の下に研究分担者， 
 連携研究者からなる研究会の開催． 
○慶友国際医療フォーラムを毎年定期的 
 に開催． 
○社会的共通資本研究センター調査団を 
 スペイン，ドイツに派遣． 
○University of London で International 
 Forum on Kyoto as Social Common  
 Capital の開催． 
 
 

４．研究の主な成果 
 
○H. Uzawa: Economic Analysis of Social  

Common Capital, Cambridge University 
Press 

 社会的共通資本の主要な構成要素について， 
技術的，経済的，社会的，文化的特質を 
浮き彫りにするような理論モデルを構築し， 
その制度的，政策的含意を明らかにすると 

 ともに，社会的共通資本の考え方が，経済 
学の歴史のなかでどのように位置づけられ 
てきたかを考察した． 
 

○宇沢弘文『社会的共通資本と設備投資 
研究所』日本政策投資銀行設備投資研究所 

 社会的共通資本の考え方を指針として， 
日本経済が直面するさまざまな観点から 
分析，考察した． 
 

○地球温暖化と持続的経済発展 
 持続的経済発展が炭素税の税率を各国の 
 一人当たりの国民所得に比例させる比例的 
 炭素税の下で実現するという命題を中心に 
 して，京都会議の結論を補強，補足し， 
新しい国際協調への足掛かりを与え，持続 
的経済発展の可能性を求めて，新しい研究 
を展開した． 
 

○社会的共通資本として金融制度，医療， 
 教育，農の営み，川などに関する協同的 
 研究の成果を中心にした論文集．いずれも 
 東大出版会からの刊行を計画中． 

社会的共通資本の理論的，制度的，歴史的研究 

Theoretical, Institutional, and Historical Studies of Social Common Capital 
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〔４．研究の主な成果（続き）〕 
 
宇沢弘文・間宮陽介編 

『社会的共通資本としての教育』 
 
宇沢弘文・間宮陽介編 

『社会的共通資本としての医療』 
 
宇沢弘文・大熊 孝 編 

『社会的共通資本としての川』 
 
宇沢弘文・花崎正晴・渡辺修士編 

『平成大恐慌を考える』 
 
宇沢弘文・橘木俊詔・内山勝久編 

『格差社会を考える』 
 
宇沢弘文・細田裕子編 

『社会的共通資本とは何か』（全 3 巻） 
 
 
 
 
 

５．得られた成果の世界・日本における位置
づけとインパクト 

 
本研究は，社会的共通資本について，技術的， 
経済的，社会的，文化的特質を浮き彫りにす 
るような理論モデルを構築して，持続可能な 
経済発展を実現するために，どのような制度 
的条件なり，政策的選択をすれば，いいのか 
という問題を比較的平易な分析手法を用いて 
解決することができた．社会的共通資本の 
経済学の進展に大きな役割を果たすことを 
願う． 
 
６．主な発表論文 
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